
ブラジル味の素社 成長戦略

2025年10月14日（東京）

2025年10月13日（サンパウロ）

味の素株式会社 執行役、ラテンアメリカ本部長
ブラジル味の素社 社長

山本直子



ブラジル味の素社（ABR） 社長のご紹介

1991 味の素株式会社入社

2009 ワンタイフーヅ社*
マーケティング・R&D取締役

2014 海外食品部 加工食品グループ グループ長

2017 マレーシア味の素社社長

2020 味の素株式会社 グローバル人事部長

2024 味の素AGF株式会社副社長

2025 執行役
ラテンアメリカ本部長 ブラジル味の素社社長 
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*当社グループ タイ即席麺子会社

執行役 ラテンアメリカ本部長
ブラジル味の素社社長

山本 直子
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会社概要

会社名
Ajinomoto do Brasil 

Indústria e Comércio de 
Alimentos Ltda. 

設立年 1956年
（参考）味の素グループ：1909年

売上高
(FY2024)

約35億レアル
(約1,000億円)

コロンビア・アルゼンチン支店の売上含む

(参考) 味の素グループ：約15,300億円 

従業員数
(2025年3月31日時点)

約3,000名
（参考）味の素グループ：34,846名

味の素株式会社からの駐在員33名
（2025年7月1日現在）

食品

フードイングリディエンツ＆アグリ（FI&Agri）

バイオ＆ファインケミカル（BF）
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所在地

サンパウロ
本社

PEDERNEIRAS
工場

VALPARAISO 
工場

LARANJAL

PAULISTA 
工場

ブラジル

サンパウロ

LIMEIRA 
工場

食品

MSG、アグリ

アミノ酸、
化成品、

CFS(Customized 
Feed Solution)

化成品

MSG、アグリ

アミノ酸

アルゼンチン
（支店）

コロンビア
(支店)
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業績

売上高構成比（FY2024）

食品
約50%

FI&Agri
約30%

BF
約20%

売上高成長

FY2018 FY2024 FY2030

FY2018-2024 

CAGR:8%
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MSG・アミノ酸のグローバル供給拠点

MSG・アミノ酸のグローバル供給拠点としてグループのバリューチェーンを支える。
サトウキビ等(発酵原料)を現地調達し、高品質な製品を安定的に生産・供給。

北米
ヨーロッパ

東南アジア

日本

アフリカ

MSG・アミノ酸の供給拠点
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食品事業概要

調味料を中心とした幅広い製品を販売。

調味料 冷凍食品加工食品
スポーツ＆ヘルス
ニュートリション

インスタントスープ

粉末飲料 サプリメント 餃子

業務用製品（外食）

食品
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⇒ 拠点のあるアルゼンチン、コロンビアを含む、ラテンアメリカ各国にも製品を輸出



食品事業の売上高推移

食品事業は、調味料領域の力強い成長を背景に着実に拡大を続けており、
今後も成長ドライバーとして全体を牽引していく。

食品

 -

 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

FY2018 FY2020 FY2022 FY2024 FY2030

FY2018-2024 

CAGR:9%

mBRL

調味料

その他
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食品
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Video１

Brazil’s LOVED BRAND SAZÓN® https://youtu.be/oAjsEEmwo4I

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fyoutu.be%2FoAjsEEmwo4I&data=05%7C02%7Cyuna.boku.je2%40asv.ajinomoto.com%7Cefa397e9b2884349ff1b08de0bc0f46b%7C93aa178de3e440fdb33b6260b5112344%7C0%7C0%7C638961120511398672%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=dRnq3nYNZAJkucKSFffW7VrjCF7FCeUkGq4YHgWQNU0%3D&reserved=0


「Tempero SAZÓN®」
1988年発売の風味調味料

ピカジーニョ
（肉と野菜の炒め煮）

フェイジョアーダ
（豆と豚肉の煮込み）

ムケッカ
（魚と野菜のココナッツミルク煮）

食品事業の強み：「Tempero SAZÓN®」 食品

多様なブラジル料理で使用
(以下は使用される料理の例)
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食品事業の強み：「Tempero SAZÓN®」

「Tempero SAZÓN®」は自社ブランドとしてブラジルで強いポジションを確立。

「Tempero SAZÓN®」の
市場シェア

（風味調味料市場／FY2024）

「Tempero SAZÓN®」

 約70%

その他
約30%

出典： Nielsen

「Tempero SAZÓN®」の
ブランド認知度

国民的TV番組「Big Brother Brazil」
のスポンサーを務める (2025)

「Amor（愛）」をテーマにした
ブラジルでのテレビCM（2025）

ブランド
認知度

出典：当社調べ（2025年）
20-69歳の一般生活者の男女

（n=500）を対象にオンライン調査

食品

96%
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食品事業の強み：ディストリビューションネットワーク

ASEANにおける直販方式とは異なり、ABRはディストリビューターを主に活用。
長年かけて築いたディストリビューターとの信頼関係により、ブラジル全土での
きめ細かな販売を実現。

• 5 箇所の物流センター

• 約80の独占契約
ディストリビューター

ブラジル全土への製品販売網

AJI-NO-MOTO®を
販売するアマゾンの小売店

1. 地理的に広大な市場

2. 複雑で高い間接税

3. 物流インフラの制約

ブラジルにおける
商品流通の課題

40年かけて構築した
製品販売網で課題を克服

食品
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今後の成長に向けた取組み

既存顧客 新規顧客

既
存
カ
テ
ゴ
リ
ー

新
規
カ
テ
ゴ
リ
ー

• ポートフォリオの拡大

- 冷凍食品：餃子販売開始。アジアン
冷凍食品にカテゴリー拡大へ。

- 食品とバイオ＆ファインケミカルの
融合領域：サプリメント事業の強化
に加え、新領域での展開も推進。

• 購入機会の拡大
（新たなメニューの提案等）

• 新たな価値の提供
（小容量タイプ等）

• 販売エリア拡大
（ラテンアメリカ各国への輸出強化等）

強い既存事業で得た
キャッシュを投入

現在の事業

食品
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フードイングリディエンツ＆アグリ事業概要

FIではB2BでMSGやスペシャリティ素材を販売するほか、グローバル供給拠点とし
ても機能。Agriでは、MSGの生産過程で得られる副生物(Co-Product)から肥料を
生産し販売。

アグリ（肥料等、農業資材）業務用スペシャリティ素材うま味（MSG／核酸）

食感改良／風味改善のための製品

FI&Agri
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MSGとアグリ事業のユニークネス：バイオサイクル

ABRはサトウキビよりMSGを生産。その副生物(Co-Product)を肥料の生産に使用
し、一部をサトウキビ畑に還元。持続可能なフードシステムの構築に貢献している。

肥料

サトウキビ
収穫

製糖工場

砂糖

サトウキビ
製品

大気中のCO²

工場

FI&Agri
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副生物
(Co-Product)



FI&Agri
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Video２

ブラジル味の素社のバイオサイクル https://youtu.be/EJu4hkFmip8

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fyoutu.be%2FEJu4hkFmip8&data=05%7C02%7Cyuna.boku.je2%40asv.ajinomoto.com%7Cefa397e9b2884349ff1b08de0bc0f46b%7C93aa178de3e440fdb33b6260b5112344%7C0%7C0%7C638961120511342902%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=SsYvOVAtNrcOucqCGlgU2THD0ZVEdxVeg%2Bl7cOWlq6U%3D&reserved=0


今後の成長に向けた取組み：アグリ事業

日本政府のブラジル支援事業と連携した
「劣化牧野回復モデル実証調査」プロジェクトへの参画

ABR製品

他参加企業

YKK do Brazil 他、7社

プレスリリース発行
2025年3月27日

FI&Agri
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*土壌が劣化した牧草地や農地のこと

当社製品が劣化牧野*

に与える影響の検証

アグリ事業の成長を
通じた

環境・社会への貢献



バイオ＆ファインケミカル事業概要

幅広い用途にアミノ酸を活用し、MSG事業同様にグローバルサプライヤーとしての
役割を果たしている

Customized Feed Solution
（CFS）

サプリメント

医薬品 化粧品

家庭用品
（洗剤等）

動物向け
付加価値型
ソリューション

用
途

製
品

L-グルタミン

L-イソロイシン

L-アルギニン

L-バリン 

L-ロイシン 等

「Ajidew®」

「Prodew®」

「Amisoft®」等

「AjiPro®-L」

「AminoGut®」

化成品アミノ酸

BF
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61%
51% 52% 50% 51%

59%

70%
62%

78%

62%

73%

31%
42% 40%

39% 37%

33%

24%
34%

17%

28%

19%

8% 7% 8% 11% 12% 8% 6% 4% 4%
10% 8%

Overall US UK Netherlands Germany France Italy Japan Brazil China Indonesia

今後の成長に向けた取組み 1/2 

ブラジルにおいて、気候変動への懸念が高まっている。当社はアミノサイエンス🄬

を活かしたソリューション提供によって貢献し、事業成長を加速していく。

気候変動に対する懸念の高まり

Q: 過去2年間で気候変動への懸念はどのように変化しましたか？

懸念が強まった/増えた

回答者の割合

懸念が弱まった/減った懸念は変わらない

アメリカ

BF

全体
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出典:Bain & Company “The Visionary CEO’s Guide to Sustainability 2024”

100%

イギリス フランスドイツオランダ ブラジル日本イタリア インドネシア中国



今後の成長に向けた取組み 2/2 

アミノサイエンス®を活用した「AjiPro®-L 」を通じてGHG排出量削減と飼料コスト削減に
貢献。パートナー企業とともにブラジルでの導入を推進。

第一胃 小腸

「AjiPro®-L」

森林伐採削減

リジンを小腸まで届けやすく
することで吸収を良くする

効果*

「AjiPro®-L」の概要 ブラジルでの取組み 

飼料コスト削減
約$100/年/頭

GHG排出削減
約 1 t-CO2 相当

GHG/年/頭

*飼料設計等により削減量は変化する可能性あり

ブラジル: 牛の飼育頭数で世界第1位
（2億3900万頭）

大手乳製品・食肉メーカーとの
連携を推進

出典: FAO

BF

乳製品・
食肉メーカー
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COP30への参加

COP30 概要
• 国連気候変動枠組条約（UNFCCC）第30回締約国会議（COP30）

• 2025年11月10日～21日、ベレンで開催

COP30
参加目的

1. 味の素グループには地球温暖化への具体的な解決策があることを世界に発信

2. 将来の環境への取組みに向けてステークホルダーと関係性を構築

ABRが紹介
するトピック

GHG排出抑制 劣化牧野回復

「AjiPro®-L」及び
パートナー企業との
コラボレーションを紹介

日・ブラジル・グリーン・パー
トナーシップ・イニチアティブ
を通して肥料製品を紹介

ベレン

BF
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目次

1. 会社概要

2. 主要事業

• 食品

• フードイングリディエンツ＆アグリ（FI＆Agri）

• バイオ＆ファインケミカル（BF）

3. 成長を支える無形資産の進化

25Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved



高速開発システム

高速開発システムが浸透しており、様々な新しい取組みを高速で進めている。

• 市場と顧客の深い理解

• 冷凍食品の需要

• 軽食/前菜を食べる習慣（前菜としての可能性）

• 市場の既存製品に対する優位性

• スピードを重視した市場投入戦略

• グループアセットを活用した輸入ベースの発売

• 地域限定のテスト販売

• 継続的な改善

• 新たな販売機会の開拓

• 新たな挑戦を促す文化の醸成

• 失敗の許容（Fail fast and learn faster）
• ワンチームでの取組み（バリューチェーン全体及び

関連コーポレートファンクションの連携）

1

2

3

4

戦略構築

コンセプト/ 
プロダクト
デザイン

製造
（省略）

発売
需要の
特定

1

2

3

4

冷凍餃子の発売

26Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved



コーポレートブランドの価値向上

コーポレートブランドと製品ブランドの結び付きを高めることで、双方のさらなる
ブランド力強化に繋げていく。

51%

96%
「SAZÓN®」ブランド

認知度

GAP

「SAZÓN®」はABRの製品として
十分に認知されていない

「SAZÓN®」がABR製
品だと認知している人

ポジティブな
ブランド
イメージ

信用・健康・
サステナビリティ

企業活動を通して
構築 

コーポレートブランドと製品ブラン
ドを繋げることが両者を強化する

PR活動の例

出典：当社調べ（2025年）
20-69歳の一般生活者の男女（n=500）を対象にオンライン調査

27Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved



デジタルトランスフォーメーション（DX）

DXにはABR全従業員が参画し、AI導入も含めあらゆる分野で取組みが進化。

工場の
オペレーション自動化

データベースを活用してABRと競合他
社の小売売上高を追跡。顧客に対し競
争力のある提案を行うことが可能に。

食品工場：協働ロボット

28Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

自動化が進む
アミノ酸・化成品工場の

コントロールタワー

Meu Pedido：2022年開発のABR独自の
B2B向けプラットフォーム。流通業者か
ら小売業者への販売強化のために活用。
他企業(食品・日用品)も利用。

⇒市場シェアの拡大と
収益性の向上を同時に実現

⇒小売業者からのタイムリーかつ
柔軟な注文に対応し

FY2024は前年比6倍の売上を達成

独自のデジタル
プラットフォーム構築

（Eコマース）

データを活用した
経営の高度化



人財開発

人財資産は事業を加速する最も重要な資産の一つ。グローバルの人財異動を促進して
おり、人財の強化と同時に、グループ間での知見の共有・連携深化とイノベーション
推進に貢献している。

ビジョン

事業活動

無形資産

組織

顧客

技術

人財

4

2

1

1

4

各国への人財出向

味の素グループ間でのシナジー創出と人財育成を促進
人財資産の

ポジショニング

X ABRからの駐在員の数

人財育成の
取り組みの一つ
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世界で活躍するABRの仲間

Normando Filho
（タイ勤務）

Naralice Fuzinelli
（日本勤務）

2001 ABR入社

2023 出向先：
• タイ味の素販売社（タイ）  

- Deputy Managing Director
• タイ味の素社（タイ）

- Director

2009 ABR入社

2022 味の素株式会社へ出向
- Manager、アミノ酸部
アミノ酸生産戦略担当

地球の裏側からやってきたアミノ酸スペシャリスト
— Vol. 7: アミノ酸部Naralice
https://youtu.be/ex768Jy4BJQ?si=r2J0pzy3TYVDa_VU

30Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

https://youtu.be/ex768Jy4BJQ?si=r2J0pzy3TYVDa_VU


31

更なる成長に向けて

食品とバイオ・ファインケミカルの両事業分野を

持つ企業として、ABRはアミノサイエンス®で、

人、社会、地球のWell-beingに貢献するととも

に、ラテンアメリカ全域で成長を牽引していく。

Copyright © 2025 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved
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⚫本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、
本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、
予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨の
ものではありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、
大きく異なる結果となる可能性があります。

⚫本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる
可能性があります。

⚫アミノサイエンス®は味の素株式会社の登録商標です。
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